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■研究の背景
　金属粉末をレーザ光で溶接しながら造形する金属粉末積層造形法は、新たな金属加工法として
注目されています。硬質･脆性金属や熱影響で変質する金属を造形対象とする場合、通常の積層
方法では不都合が発生したため、新たな造形方法を考案する必要がありました。そこで、造形中
の熱影響を抑えて造形する方法として、対象とする金属粉末に低融点の結合金属粉末を混合した
複合粉末による積層造形法を開発しました。

■研究の要点
１．低融点の結合金属の選定
２．鉄系合金との複合粉末による造形試験および造形条件の把握
３．結合金属配合量の造形材金属組織への影響調査

■研究の成果
１．低融点の純錫粉末を結合金属として選定し、硬質･脆性の鉄系合金粉末に錫粉末を10wt%配

合した複合粉末で造形試験を行って、その造形可能性を確認しました。
２．鉄系合金および純錫の熱的物性データから、最低限必要になる与熱量を計算し、鉄系合金に

対する熱影響を抑えつつ造形を可能にするレーザ照射条件を特定しました。
３．鉄系合金粉末に混入する錫粉末の配合量を変えた複合粉末で造形試験を行い、結合粉末配合

量および造形条件が造形材金属組織の構成比率に与える影響について知見を得ました。
４．結合金属に錫を配合する複合粉末造形方法について特許出願（特開2018－003078）を行いました。
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複合粉末で製作した造形物 結合金属配合量と組織織構成比の関係複合粉末造形材の組織分析


